
 
 

ニュースリリース 平成 24 年 2 月 29 日
 

 

銀行保証付私募債の受託について 

  

 常陽銀行（頭取 寺門 一義）は、このたび、銀行保証付私募債（４件／４億円）を下記のとおり受託し 

ましたのでお知らせいたします。 

 「銀行保証付私募債」は、一定の財務条件を満たした企業が無担保で発行することができる社債で、そ 

の元利金支払について当行が全額保証を行います。 

 多様化する企業の資金調達ニーズに対応するため、銀行保証付私募債を今後も積極的に取り扱ってまい 

ります。 

  

 

記 

 

 

《私募債受託明細》 

    ・栗田アルミ工業株式会社          第５回無担保社債  １億円  

・千代田交易株式会社            第６回無担保社債  １億円 

・東京ニュークリア・サービス株式会社    第４回無担保社債  １億円 

・株式会社日庄              第２０回無担保社債  １億円 

     

 

      詳細は別紙を参照願います。 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 



（別紙） 
《私募債および発行企業の概要》 

社債の名称 栗田アルミ工業株式会社 

第 5回無担保社債 

千代田交易株式会社 

第 6回無担保社債 

発行額 1 億円 1 億円 

発行日 2 月 29 日 2 月 29 日 

期 間 5 年 5 年 

資金使途 運転資金 運転資金 

発行企業名 栗田アルミ工業株式会社 千代田交易株式会社 

所在地 茨城県土浦市神立町 4-5 東京都千代田区神田佐久間町 2-1 大原ビル 

代表者 栗田 容和 赤松 幸治 

業種 自動車部品製造・金属鋳造業 各種工業用製品販売（専門商社） 

資本金 5 千万円 7 千万円 

企業の概要 

・当社は中島飛行機（富士重工業の前身）の

油圧設計技師であった前社長が昭和 26 年

に創業、昭和 32 年に法人化しました。 

・鋳造技術に定評があり、とくにエンジンな

どに使われるアルミ部品は、自動車メーカ

ーから高い精度評価を得ています。 

・環境保全とお取引先様、社員、家族の幸せ

を願い「元気」「やる気」「根気」を大切に

することを企業理念としています。 

・高い技術力は近々交替を予定している後

継者にも引継がれており、今後更なる成長

が期待されています。 

・当社は三菱商事株式会社全額出資会社の営

業部門として工業用潤滑油類の販売をして

いましたが、業容拡大に伴い昭和 49 年 7 月

に専門商社として分離設立されました。 
・創設以来、化成品・化学品・電子材料機器

等、時代の要請に応える高機能商品の開発

導入に努め、取引先企業の製造コスト、環

境負荷の低減、品質向上、新商品の開発等

に寄与しています。 

・最先端技術を用いた製品を提供し続ける環

境技術の専門商社として、今後更なる成長

が期待されています。 

 

社債の名称 
東京ニュークリア・サービス株式会社 

第 4回無担保社債 

株式会社日庄 

第 20 回無担保社債 

発行額 1 億円 1 億円 

発行日 2 月 29 日 2 月 29 日 

期 間 5 年 5 年 

資金使途 運転資金 運転資金 

発行企業名 東京ニュークリア・サービス株式会社 株式会社日庄 

所在地 東京都台東区台東 1-3-5 東京都中央区日本橋人形町 1-5-7 

代表者 天野 晋 今井 直人 

業種 
設計・安全評価、運用管理等、 

放射線関連の総合サービス業 

製版・印刷および広告制作 

資本金 4 千万円 2 千万円 

企業の概要 

・当社は昭和 46 年 8 月に設立。原子力をは

じめとする放射線に関する高度な知識と

技術を駆使し、施設の設計・廃止はもとよ

り先端技術分野における研究・開発におい

ても質の高いサポートを行っています。 

・提案力の高さと信頼から、国・公共関連、

研究所、大学の他、大手の優良民間企業な

どの取引先を多数有しています。原子力関

連分野における利用目的の多様化、安全性

確保へのニーズの高まりから、今後更なる

成長が期待されています。 

・当社は昭和 42 年､ヘルシンキオリンピック

金メダリストである石井庄八氏が設立した

企業です。広告制作のデジタル化にいち早

く対応し、その技術力の高さからクライア

ント各社の厚い信頼を得ています。 

・新聞広告制作を主力としながら、近年は動

画配信サービススタジオ｢ＮＩＨＯＮＢＡ

ＳＨＩ ＣＡＦＥＳＴ｣を展開し、電子広

告・プロモーション分野への取組拡大など、

今後更なる成長が期待されています。 

以 上 




